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AG 日曜学校教案参照箇所 

小上 3 巻①5 課、中学 3 巻①3 課、中学 3 巻①6 課 

 

❑導入 

みなさんには、どんなニックネームがありますか？今日は、ヨセフという本名ではなく、バルナバという

ニックネームで呼ばれた人のお話です。 

 

❑ポイント１ バルナバは聖霊に満たされていました（使徒４：３６、１１：２２－２４） 

   ヨセフと言えば、創世記に出てくる 12 人兄弟の１人でエジプトに奴隷として売られてやがて総理大臣

になったヨセフ、そしてイエス様の育ての父であるヨセフを思い出すでしょう。今日みんなに紹介したい人

もヨセフさんなんですが、このヨセフさんはバルナバって呼ばれていました。バルナバっていのうは「慰め

の子」という意味があります。本名のヨセフとバルナバが結びつかないくらい、当たり前のようにバルナ

バって呼ばれているほど、この人は人々を慰め、励ます人でした。このバルナバさんは、慰め主・助け主

である聖霊に満たされた人だったから、人々を慰めたり励ましたりすることができました。 

 

✎「慰めの子」は「パラクレーシス」という言葉で、聖霊の別名である「助け主」（ヨハネ 14:16）の「パラクレト

ス」と同じ語源です。新改訳聖書の欄外（ヨハネ 14:16）によると、「パラクレトス」は、援助のためにそばに

呼ばれた者、とりなしてくれる人のこと。 

 

❑ポイント２ バルナバは、サウロを助けました（使徒９：２６－２８） 

かつてサウロはクリスチャンを迫害していた人だったので、みんなはサウロがイエス様を信じて弟子

になったことを信じられないで恐れていました。しかし慰めの子と呼ばれるバルナバは、サウロをみんな

のところに連れて行き、サウロがクリスチャンを迫害する人からイエス様を大胆に語る人になったことを

説明しました。その結果、サウロはみんなと一緒に神様の働きをすることができるようになりました。この

サウロはやがてパウロと呼ばれて、世界中の人々にイエス様を伝えたり、新約聖書になっている手紙な

どを記したり、大きな働きをしました。そのきっかけとなったのは、聖霊に満たされていたバルナバが、サ

ウロに対する誤解をといて、サウロを助けたことでした。 

 

✎「サウロ」は、パウロのへブル名（ユダヤ名）のことで、「パウロ」はギリシア語名（ローマ市民名）です。使

徒の働き１３：９では「別名パウロ」と紹介され、それ以降は回想場面以外すべてパウロと呼ばれていま

す。（「エッセンシャル聖書辞典」、「新聖書注解」参照） 

 

❑ポイント３ バルナバは、マルコを励ましました。 （使徒１５：３６－３９、Ⅱテモテ４：１１） 

パウロとバルナバは、第 2 回目の伝道旅行に出かけることになりました。バルナバはマルコを連れて

行きたかったのですが、パウロは第 1 回目の伝道旅行の途中で帰ったマルコを連れて行くことに反対し

ました。しかしバルナバはマルコを見捨てることなく、マルコと一緒にキプロス島へ伝道に行きました。こ

のようにバルナバはマルコを励まして育てる働きをしたので、やがてパウロからも「マルコは役に立つ人



です」と信頼される人に成長していきました。 

 

✎マルコは、ヨハネ・マルコと呼ばれている人物です。バルナバとはいとこの関係でした（コロ４：１０）。ペテ

ロの弟子と言われることもあり、ペテロから聞いたことなどを書き写したのがマルコの福音書だと言われ

ています。まさに「役に立つ人」として成長していきました。（「エッセンシャル聖書辞典」参照） 

 

 

❑結論 聖霊に満たされている人は、人を慰め、助け、励ますことができます。 

 

✎神は愛です。だから神の愛の中にいる者は人を愛するようになります（Ⅰヨハネ 4 章）。同じように、聖霊

は私たちを励まし慰め助けます。その聖霊に満たされるとき、自分自身が慰められる、励まされるという

ところに留まらず、人を慰め励まし助ける者になることができるのでしょう。 

 

 

❑適用 （聞き手に最もふさわしい適用が与えられるように祈りましょう） 

みんなから嫌がられたり、仲間外れにされている人が周りにいませんか？失敗したり、苦手なことが

あって悩んでいる人が周りにいませんか？その人のために祈って聖霊の力を頂いて、励ますために声

をかけたり、手紙を書いたり、教会学校に誘ってみましょう。バルナバが、サウロ（パウロ）やマルコが主

に用いられていくための助けになったように、あなたも聖霊の力を頂いて、誰かを慰め、励ますことがで

きます。 

   

   ①聖霊は、あなたをバルナバのように用いたいと願っています。今、神様があなたの友だちや家族の

誰かのことを「励ましてくれないだろうか？」「助けてあげてくれないだろうか？」と願っている人がい

ると思います。どの人のことを思い浮かべますか？ 

 

   ②今、その人のために何ができるかを考えてみよう。どうすれば、その人の助けになり、励ましになる

だろうか？ 

 

   ③聖霊は、人を慰め、励まし、助ける力を与えてくれます。今、私たちにその力が与えられるように一

緒にお祈りをしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


